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2014年11月16日、関学西洋史研究会年次大会において、シンポジウム「近代世界に
おける社会秩序の構築」が開催された。３名の報告者ならびに報告題目は、正本忍「農
村における治安維持：マレショーセ研究に寄せて」、鍵谷寛佑「近代イギリスにおける
「賭け」とその規制：全国反賭博連盟（National Anti-Gambling League）の活動を中心に」、
安武留美「ジェンダーそしてトランスナショナルな視点で解く近代化の一側面：禁酒
運動」である。司会は田中きく代が務めた。報告内容については、それぞれの報告者
に委ねるとして、ここではシンポジウムの趣旨説明をしておきたい。
「社会秩序」の問題は、近隣の諸科学において、人間関係、人間行動を注視する際
に、中心概念として論議されてきたことである。西洋史学でも、長く関心が寄せられ
てきたことであり、例えば近代世界を問う際に「社会改革」や「社会統制」の論議が
なされてきたことは言うまでもない。ここに社会秩序を取り上げることは今さらの感
がなくもないが、従来の論議はある特定の時代、地域に終始するものが多かった。こ
のシンポジウムでは、西洋近代を時代・地域を越えて見直すことで、まず近代におけ
る「社会秩序」の変遷のプロセスを跡付け、その全様を把握することにする。そして、
その上で特定の時代・地域の社会秩序を規定している秩序形成原理の再確認を試みた
い。
さらに、「社会秩序」というと、ある特定の社会に構築された安定的で継続的なもの
を前提とするが、その社会に共通して制度化されている価値観はどのようなもので
あったか。また、その社会の構成員のそれぞれに内面化された規範意識はどういうも
のであったのかを問うことにもなる。こうした価値観や規範意識と、それに支えられ
た「規範的秩序」とを、ジェンダー、人種・エスニシティ、階級や世帯といった要因
と絡めて検証することで、特定の時代・地域の権力の構造を検証することにしたい。
こうした思いから、このシンポジウムを開催するに至ったが、18世紀から20世紀初
頭の西洋近代社会の全体を通して見てみるに、今回は、事例として、フランス、イギ
リス、アメリカと地域を限らざるを得なかった。今後は、北欧や東欧などの事例も追
加していかなければならないだろうが、シンポジウムを振り返るに、かなりの成果を
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挙げえたと考えている。
18世紀フランス農村のマレショーセによる治安維持の考察を通しての知見では、「王
権が王国の治安維持を全面的に掌握できたわけではなく、王権の治安維持システムと
旧来の共同体の治安維持システムは共存していた」と、二重の治安維持システムが存
在していることが示されていて有益である。これは、18世紀のフランスに限られたこ
とではない。国家的な権力構造と地域の権力構造とを接合しなければならない場合
に、有益な示唆を与えてくれるだろう。
また、19世紀後半のイギリスにおける賭けに関する様々な規制や、19世紀末に登場
した全国反賭博連盟に象徴される、労働者の賭けという娯楽が犯罪として囲い込まれ
ていく様は、娯楽を通して階級間の融和が存在しながらも、徐々に亀裂が生み出され
る様相を提示していて貴重である。社会改革と社会統制の格好の話題であるが、改革
者の立場からの知見とはいえ、従来の研究以上に、取り込まれていく労働者の秩序規
範を明示できるものを有している。
さらに、ジェンダーの視点から、20世紀初頭のアメリカ合衆国で行なわれた改革運
動を捉えることで、より日常的な弱者救済の規範が明示されるが、それがアメリカ国
家の秩序の安定化のみならず、グローバルな覇権の拡大を伴うものであったことの指
摘は有益である。白人の中産階級のアメリカ女性が、女性という弱者の立場から、他
のより弱い女性たちを救済しようとしながら、より大きな構造の中では、WASP社会
の人種的・文化的優越性を唱えることになったという指摘は、非西欧世界の序列化の
問題など、グローバル化時代の諸問題の根底にある社会秩序を改めて考えさせるもの
である。
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